
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年７月に計画していたＱＣサー

クル関東支部主催第５２９５回「運営事例

選抜大会」は３月１１日に発生した東日本

大震災の影響で、関東支部内の茨城はじめ、

栃木、群馬などの地区での行事開催が困難

となったため中止が決まりました。 
１１月２２日開催の全国大会への代表選

出を行うため、発表者と地区幹事などが参

加し、９月７日（水）に第５２９５回《運

営事例選抜発表会》を開催しました。 

本発表会は一般聴講参加の募集はしませ

んでしたが、支部役員、審査委員、運営役

員、発表者、発表企業聴講者、地区幹事な

ど１００余名が参加しました。 
 各地区から選抜された８サークルがエン

トリーし、元気に発表を行い、支部長賞金

賞が４サークルに、支部長賞が４サークル

に贈られました。 
 羽田表彰委員長の審査結果発表、記念撮

影を行い、午後５時終了しました。 

  



 

 

羽田表彰委員長から表彰状と記念の盾を授与されました。 

 

 

 

 

 発表もスゥイングして、良いテンポでしたね。 

 

業務用ミシンなどで知ら

れるＪＵＫI㈱大田原工場

“こだま”サークルさん、

人事、窓口業務や社員の健

康管理を男女７名のメンバ

ーで業務を行っています。 

安全靴の貸出業務の効率

化に始まり、次第にサーク

ル活動の輪が大きく育ち、

またテーマリーダーが目指

した間接業務の効率化を通

じたＱＣサークル活動でメ

ンバーのレベルアップ・人

材育成を実現しました。 

小さなことからコツコツ

と！」を合言葉に「５Ｓ」

を基本として「ＣＳ＝顧客

満足度の向上を目指し、明

るく元気に「こだま」を返

すコミニュケーション豊か

なサークルでした。 

 

 

トラックやバスの製品や

工程の品質監査業務を担当

するアルバトロスサークル

さん、日頃からお客様を訪

問し、生の声を聞いたり、

法定資格の取得など自己ス

キルアップに励んでいます。 

サークル員全員の共通の

趣味がゴルフ、スコアの結

果を番付表にして競い合い、

飛距離をデータで管理・解

析してみんなで楽しみなが

ら活動を展開しました。 

“人も品質も「心」を込

めれば動き出す、アジアの

中心で品質を叫ぶ”をキャ

ッチフレーズに、壁を次々

に超えた活動でした。 



 

 

 
 素晴らしいテンポの発表で見事“支部長賞金賞”を受賞。 

 

 

 

 

 

身近なあらゆる製品にい

くつも採用されているベア

リングなど精密製品を造る

Ｋ-Ⅱサークルさんの職場

はクリーンルーム内に組立

ラインを設置し、検査まで

自動化された自社開発設備

で、高品質の製品を組立て

ています。 

「目指せ“俺たちの”サ

ークル甲子園！」と作業改

善により廃棄率を低減する

ため、新任リーダーが苦労

しながらも次第に成長し、

チームワークの良さを活か

し、アイデア出しから実現

に向けた活動、アップテン

ポの発表はご機嫌。吉本喜

劇に引き抜かれるかも･･･。 

 

 

ボールペンやサインペン

など新製品開発型企業のぺ

んてる茨城工場で、ボール

ペンの製造をしているハナ

ミズキサークルさん。 

特にボールペンは毎年新

製品が市場導入され、お客

様の喜んだ顔を見られるよ

うに、１本１本思いを込め

て生産する、明るく、楽し

いサークル活動をモットー

に改善活動に取組み、初め

は自信の無かったツヨシが

指導員に“しっかりしなさ

い！”とハッパをかけられ、

成長して行きます。 

遂には班長に就任したツ

ヨシがハナミズキの花言葉

通り、次の世代にと恩返し

をする活動となりました。 



 

 

 

元気の良いグローリーサークルの皆さんでした。 

 

 

 

 

 発表も自信満々、ばっちり決まりましたね。 

 

日産車４車種を生産する

グローリーサークルさん、

谷口新リーダーの音頭で、

全員が一丸となって活気あ

ふれるサークルに変身。 

同じ職場のミステリーサ

ークルが社長賞を受賞。部

内でも勝つことが難しい状

況の中、ミステリーサーク

ルとの違いを研究、合同会

合を提案してレベルアップ

に努めました。 

人材育成により部内大会

を勝ち抜き、全社大会でも

最優秀賞を受賞するなど、

険しい山に挑むがごとく、

テーマ「手に入れた最高の

達成感！ライバル心が育て

た成長の軌跡」を元気に発

表しました。 

 

 

 日産自動車横浜工場の原

動力となる電力などエネル

ギー供給部署として、稼動

する設備から出てくるＣＯ

２抑制、廃水等を処理して、

地球環境を守っているのが

クリーンサークル。 

サークル員全員が揃う事

が難しい４班３交代、会合

を工夫したリレー会合で、

職場の問題点の共有化、意

思疎通が図りました。 

「会合の進化で地球環境

を守る！！」すべては一人

ひとりの意欲から始まるを

キャッチフレーズに供給業

界トップランナーを目指し、

社内外にも目を向け活動を

していました。 



 

 
 ＫＹＢを支える“ほのぼのサークル”を紹介しました。 

 

 

 

 

当初３番目の発表予定が最後に回り有終の美を飾りました。 

 

 自動車から航空機、高度

な油圧技術からエレクトロ

ニクスまで、幅広い分野で

産業の快適と安全を支える

機器を製造するＫＹＢのほ

のぼのサークルさん。 

改善能力はかなり高いサ

ークルながら改善箇所にい

ろいろこだわりを持つ２４

歳の若手から５０歳のベテ

ランが、一人一人の個性を

活かし、それぞれの能力を

発揮させようと改善に取組

んだこれからが楽しみのサ

ークルさんでした。 

低迷するＱＣサークル活

動を活性化、飛躍を続けて

工場大会で躍進、努力・努

力の活動でした。 

 

 

モノづくり世界一を目指

している栃木工場で、２交

替勤務で片班４名ずつ計８

名のホワイトサークルさん。 

「ありたい姿への挑戦」

をテーマに、ベテラン中心

の活動から、１１年度目標

は「若手育成」若手を中心

に班毎に小集団活動を行い、

競い合いながら成果を挙げ

ています。 

アクスルユニットの組立

て・供給をタイムリーに行

うため、日頃から改善活動

を展開、リアアクスル工程

のレイアウト変更で、リア

台車供給の効率化と確実性

を実現するなど、ホワイト

サークルの地道な取組みが

紹介されました。



 

真剣な表情で発表を聞く、審査委員の皆さん

 

最初に発表者並びに支援

者のこれまでのご苦労をね

ぎらい、今回の発表者の傾

向、素晴らしかった点など

を紹介しました。 

 

審査結果発表する羽田審査

委員長（関東支部世話人）。 

 これまでにも度々指摘さ

れたことですが、事前審査

を行う際に配布される要旨

集の文字が読み難いサーク

ルがあったこと、要旨集原

稿提出後の変更があったこ

となど、いくつかの苦言も

呈されました。 



 発表会終了後に行われた記念撮影では、

皆さん、発表が終わってほっとしたのか、

満面の笑顔ですね。 
 各事業所内での発表に始まり、地区大会

での発表、そして今回とご苦労さまでした。 

今回「支部長賞金賞」を受賞した４サー

クルさん、今年１１月にビッグサイトで開

催される全日本選抜大会でも、今度は全国

に向けて関東支部のレベルを示すチャンス

です。もう一度、頑張って下さい。 

 
贈られた記念の盾 

 

 
 日科技連出版社のコーナーも設けられ、ＱＣサークル活

動に役立つ新刊がたくさん用意され展示即売を行いました。 
 ３月に発生した東日本大震災の余波を受け、開催が危ぶ

まれましたが、今回の開催にて、１１月にビッグサイトで

開催される《全日本選抜ＱＣサークル大会》への関東支部

代表・発表サークルを選抜することができました。 
 選ばれたサークルさん、頑張って下さい。 
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